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大勢の人が出席して開かれた玄洋社記念館の「物故三理事長合同慰霊祭」

　

今
年
が
玄
洋
社
記
念
館
の
初

代
理
事
長
、
進
藤
一
馬
先
生

（
元
福
岡
市
長
）
の
十
七
回

忌
、
第
二
代
理
事
長
、
妹
尾
憲

介
先
生
（
元
福
岡
市
議
会
議

長
）
の
十
三
回
忌
、
第
三
代
理

事
長
、
久
保
田
秀
己
先
生
（
元

福
岡
市
議
会
議
長
）
の
三
回
忌

と
い
う
巡
り
合
わ
せ
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
三
先
生
の
ご
遺
族

を
迎
え
て
の
斎
行
と
な
っ
た
。

　

出
席
者
は
、
国
、
県
、
市
会

議
員
は
じ
め
福
岡
市
役
所
現

職
、
Ｏ
Ｂ
職
員
、
進
藤
先
生
出

身
の
福
中
・
福
高
同
窓
会
、
社

団
法
人
福
岡
さ
く
ら
の
会
、
励

志
会
、
玄
洋
社
記
念
館
賛
助
会

員
、
親
交
者
、
一
般
市
民
の
皆

さ
ん
な
ど
広
範
囲
に
及
ん
だ
。

進藤一馬先生  妹尾憲介先生  久保田秀己先生

物故歴代３理事長を偲ぶ玄洋社
記念館

合同慰霊祭に200人

　
「
玄
洋
社
」
の
真
実
の
姿
の

伝
承
を
目
的
に
、
進
藤
先
生
が

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
、
資
料

展
示
館
「
玄
洋
社
記
念
館
」
を

創
設
し
、
後
、
運
営
母
体
を
社

団
法
人
化
。
妹
尾
先
生
、
久
保

田
先
生
が
引
き
継
い
で
き
た
。

　

開
式
の
辞
で
、
進
藤
先
生
の

市
長
時
代
、
助
役
を
務
め
た
大

石
秀
雄
氏
は
、
助
役
に
任
じ
ら

れ
る
際
に
久
保
田
先
生
か
ら

「
大
切
な
時
だ
か
ら
飲
み
屋
で

十
八
番
の
『
地
下
鉄
の
歌
』
を

歌
う
の
は
慎
む
よ
う
」
助
言
さ

れ
た
こ
と
な
ど
、
三
先
生
に
ま

つ
わ
る
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

披
露
し
「
福
岡
市
に
地
下
鉄
を

造
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
三
先

生
の
お
か
げ
」
と
結
ん
だ
。

ゆ
か
り
の
人
々
が
集
う

　

物
故
さ
れ
た
歴
代
理
事
長
を
偲
ん
で
、
社
団
法
人
玄
洋
社
記
念

館
（
吉
村
剛
太
郎
理
事
長
＝
参
議
院
議
員
）
は
、
昨
年
十
一
月
二

日
、
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
の
国
際
ホ
ー
ル
で
「
物
故
三
理

事
長
合
同
慰
霊
祭
」
を
執
り
行
っ
た
。
三
理
事
長
ゆ
か
り
の
人
た

ち
約
二
百
人
が
出
席
し
た
。（
２
、３
面
に
写
真
グ
ラ
フ
）

　

吉
村
理
事
長
は
主
催
者
挨
拶

で
、
玄
洋
社
の
精
神
を
歴
史
に

残
す
諸
活
動
と
資
料
の
散
逸
防

止
に
取
り
組
ん
だ
先
輩
三
先
生

の
遺
徳
を
讃
え
た
。
そ
し
て

「
今
、
国
際
情
勢
は
混
迷
を
極

め
て
い
る
。
玄
洋
社
が
唱
え
た

自
由
民
権
思
想
、
大
ア
ジ
ア
主

義
、
皇
室
尊
崇
と
い
う
精
神

は
、
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も

我
々
が
失
っ
て
は
な
ら
な
い
大

き
な
テ
ー
マ
だ
と
思
う
。
こ
の

玄
洋
社
精
神
を
、
今
後
も
世
の

中
に
広
め
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

出
席
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
財
団
法
人
明
道
会
の
山

崎
拓
理
事
長
（
衆
議
院
議
員
）

は
「
玄
洋
社
に
連
な
る
政
治
家

に
は
三
先
生
と
、
さ
ら
に
先
輩

に
廣
田
弘
毅
、
中
野
正
剛
、
緒

方
竹
虎
先
生
が
お
り
、
自
分
た

ち
は
こ
れ
ら
偉
大
な
先
達
の
衣

鉢
を
継
ぎ
た
い
と
い
う
念
で
政

界
で
頑
張
っ
て
き
た
し
、
松
本

治
一
郎
先
生
を
含
め
て
福
岡
が

全
国
の
政
治
状
況
を
リ
ー
ド
し

て
き
た
こ
と
に
誇
り
と
責
任
を

感
じ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

ご
遺
族
は
進
藤
先
生
の
長

女
、
洋
子
さ
ん
、
妹
尾
先
生
の

長
男
、
俊
見
氏
（
福
岡
市
議

会
議
員
）、
久
保
田
先
生
の
長

男
、
仁
（
め
ぐ
み
）
氏
（
会
社

員
）
が
出
席
。
代
表
し
て
洋
子

さ
ん
が
「
今
ご
ろ
黄
泉
の
国
で

は
三
人
が
集
ま
っ
て
ア
ラ
カ
ブ

の
あ
ら
炊
き
な
ど
を
つ
つ
き
な

が
ら
焼
酎
を
酌
み
交
わ
し
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
勢

に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
あ
り
が

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

福
岡
市
史
編
纂
の
た
め
玄
洋

社
記
念
館
の
資
料
を
調
査
し
た

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文

化
研
究
院
の
有
馬
學
教
授
に
よ

り
「
さ
ま
ざ
ま
な
玄
洋
社
」
の

演
題
で
記
念
講
演
が
行
わ
れ

た
。

　
「
玄
洋
社
の
活
動
は
、
薩
長

藩
閥
政
治
批
判
、
自
由
民
権
運

動
の
福
岡
に
お
け
る
中
核
、
辛

亥
革
命
支
援
な
ど
で
知
ら
れ
る

が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
」

と
し
て
、
玄
洋
社
が
福
岡
で
は

一
つ
の
政
治
集
団
で
あ
っ
た
と

い
う
側
面
が
、
衆
議
院
議
員
選

挙
を
舞
台
に
し
た
安
川
財
閥
の

創
始
者
、
安
川
敬
一
郎
と
の
か

か
わ
り
を
通
し
て
、
興
味
深
く

語
ら
れ
た
。

　
「
福
岡
さ
く
ら
の
会
」、
松
村

隆
会
長
の
発
声
で
献
杯
。
懇
親

会
に
移
っ
た
。

　　
今号の主な内容

▽
﹁
物
故
三
理
事
長
合
同
慰
霊
祭
﹂
写
真

　

グ
ラ
フ
＝
２
、３
面

▽
連
載
﹁
追
悼
録
﹂
か
ら
＝
２
、３
面　

▽
﹁
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
祭
﹂
に
オ
ー
ス

　

ト
ラ
リ
ア
か
ら
令
孫
真
理
さ
ん
＝
４
面

▽
来
館
者
の
声
＝
５
面

玄洋社憲則

第一条

第二条

第三条
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ス可シ
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進
藤
一
馬
先
生
、
妹
尾
憲
介
先
生
、
久
保
田
秀
己

先
生
―
花
に
囲
ま
れ
た
、
あ
り
し
日
の
三
先
生
の
写

真
が
正
面
に
飾
ら
れ
た
「
物
故
三
理
事
長
合
同
慰
霊

祭
」
（
社
団
法
人
玄
洋
社
記
念
館
主
催
）
の
会
場
に

は
ゆ
か
り
の
人
た
ち
約
二
百
人
が
駆
け
つ
け
た
。
式

典
で
挨
拶
に
立
っ
た
方
々
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
、
三
先
生

の
ご
遺
徳
の
一
端
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
出
席
者
は
昔

日
の
思
い
出
を
新
た
に
し
た
。
（
一
面
参
照
）

　

酒
肴
を
楽
し
み
な
が
ら
の
懇
親
会
で
は
、
久
し
ぶ

り
の
挨
拶
を
交
わ
し
た
り
、
思
い
出
話
が
弾
む
人
た

ち
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
、
三
先
生
に
連
な
る
人
脈
の

同
窓
会
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
会
場
に
備
え
ら
れ
た

「
思
い
出
の
写
真
」
ア
ル
バ
ム
が
好
評
で
、
見
る
人

に
は
か
つ
て
の
日
々
を
懐
か
し
む
よ
う
な
表
情
が
う

か
が
え
た
。

　

九
州
大
学
大
学
院
、
有
馬
學
教
授
の
講
演
は
、
玄

洋
社
の
活
動
の
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
一
面
を

紹
介
す
る
も
の
で
、
出
席
者
の
興
味
を
呼
び
、
慰
霊

祭
を
引
き
締
め
た
。

▶７◀

　

私
は
其
翌
日
警
固
の
婦
人
交
り
の
家
族
と
那
珂
郡
ネ
チ
嶽

に
遠
足
の
前
約
あ
り
て
赴
き
、
歸
来
し
て
聞
く
に
、
進
藤
さ

ん
は
林
氏
の
宅
よ
り
其
他
の
人
々
も
嫌
疑
あ
る
人
は
官
憲
に

引
か
れ
た
り
と
言
ふ
。
そ
は
、
来
島
爆
弾
事
件
の
関
係
者
と

し
て
の
事
な
り
と
。

　

其
事
件
に
関
係
さ
れ
し
か
、
全
々
知
ら
れ
ざ
る
事
な
り
し

か
。
之
れ
を
想
う
に
當
時
多
少
の
事
情
は
屹
度
耳
に
さ
れ
又

多
少
関
聯
さ
れ
た
る
事
や
あ
ら
ん
と
思
え
る
が
、
當
時
方
角

も
分
ら
ぬ
出
野
の
私
も
大
い
に
感
ず
る
所
あ
り
、
平
然
た
る

翁
の
態
度
は
私
か
に
追
懐
さ
る
ゝ
事
な
り
。

一
、
政
治
的
等
の
要
綱
は
未
だ
耳
に
せ
ざ
る
地
位
な
り
し

時
、
筑
前
、
豊
前
、
筑
後
有
志
が
小
異
を
去
り
大
同
の
趣
意

に
よ
り
創
立
さ
れ
し
三
州
会
な
る
も
の
起
り
、
筑
後
の
野
田

卯
太
郎
氏
や
福
岡
の
進
藤
氏
の
斡
旋
た
だ
な
ら
ず
野
田
氏
の

円
滑
振
り
、
進
藤
氏
の
眞
直
振
り
は
對
照
甚
だ
趣
き
あ
り
今

尚
眼
底
に
止
ま
る
が
如
し
。
當
時
私
は
録
事
と
し
て
書
記
を

努
め
た
り
。

一
、
筑
前
協
會
・
筑
前
人
の
協
會
に
て
政
治
的
に
種
々
異
な

れ
る
点
あ
り
て
萬
事
に
都
合
悪
し
け
れ
ば
協
同
外
に
向
ふ
べ

き
趣
旨
よ
り
出
で
た
る
も
の
な
ら
ん
が
眞
直
の
人
に
は
何
人

も
抗
せ
ず
其
纏
に
つ
き
進
藤
氏
の
奔
走
眼
に
見
る
が
如
く
、

不
破
國
雄
氏
等
の
出
入
其
他
多
数
の
出
入
繁
き
に
至
れ
り
。

一
、
成
績
良
き
青
年
学
生
に
し
て
学
資
乏
し
く
為
め
に
退
学

の
止
む
な
き
に
到
れ
る
憐
れ
む
可
き
人
あ
り
し
が
、
之
れ
を

聞
き
し
人
が
翁
に
工
夫
を
請
ふ
や
翁
は
心
當
り
の
福
岡
紳
商

の
一
二
を
尋
ね
て
其
承
諾
を
得
ら
れ
、
書
生
を
し
て
雀
躍
せ

し
め
た
る
事
な
ど
あ
り
。
私
も
明
治
二
十
三
年
同
氏
の
好
意

に
預
か
り
平
岡
浩
太
郎
氏
の
承
諾
を
得
て
、
岸
本
辰
三
郎
君

進
藤
喜
平
太
の
思
い
出
・
第
２
部

「
追
悼
録
」か
ら

追慕の念新たに追慕の念新たに
物故三理事長合同慰霊祭

「献杯」―そして懇親会に

花に囲まれて三理事長の遺影が並ぶ祭壇。遺影は㊧から妹尾先生、
進藤先生、久保田先生

講演をする有馬學教授
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写真写真
グラフ

　

進
藤
喜
平
太
翁
追
懐
記　

吉
田　
　

庾



と
同
家
親
戚
一
名
と
始
め
て
上
京
遊
学
の
途
に
就
け
り
、
個

人
と
し
て
の
追
懐
頗
る
深
く
且
身
体
流
汗
を
覚
ゆ
る
の
み
。

又
、
当
時
東
京
に
於
け
る
学
生
に
て
平
岡
翁
の
庇
陰
に
よ
る

学
生
は
十
数
名
に
上
り
親
し
く
出
入
し
後
政
務
局
長
た
り
し

山
座
円
次
郎
君
や
、
相
生
由
太
郎
君
等
の
如
き
何
れ
も
多
少

の
縁
内
に
あ
り
し
を
知
る
。

一
、
騒
擾
時
代
の
同
志
に
し
て
其
後
経
済
上
頗
る
窮
迫
せ
る

人
も
あ
り
て
屡
々
同
翁
を
訪
れ
る
や
、
及
ぶ
丈
は
い
つ
も
乍

ら
の
芳
情
を
表
せ
ら
れ
た
る
や
に
聞
け
る
は
、
餘
り
人
の
知

ら
ざ
る
事
な
る
可
し
。

一
、
栄
枯
盛
衰
は
何
事
に
も
免
れ
ざ
る
所
に
て
玄
洋
社
に
於

て
も
経
済
上
随
分
困
難
時
代
も
あ
り
し
様
子
な
る
が
、
此
際

屡
々
執
達
吏
に
襲
わ
れ
て
二
重
三
重
の
枠
内
に
押
込
ま
れ
、

同
翁
は
私
財
を
出
し
て
四
苦
八
苦
を
切
抜
け
本
体
を
汚
さ
ず

忍
耐
之
を
凌
が
れ
し
時
代
も
相
当
長
期
に
亘
り
、
経
済
上
巧

者
な
ら
ず
と
思
わ
る
る
同
翁
を
思
え
ば
眞
に
恐
縮
の
外
な
か

る
可
し
。
然
も
如
斯
時
代
は
浮
き
世
の
常
と
言
う
可
き
か
門

前
蜘
蛛
の
網
も
掛
る
事
多
き
時
に
て
、
同
翁
の
胸
中
如
何
な

り
し
か
と
追
懐
す
。

一
、
明
治
三
十
九
年
十
月
国
会
議
員
平
岡
浩
太
郎
翁
逝
去
に

付
、
其
補
欠
選
挙
に
進
藤
氏
當
選
議
員
と
な
り
河
村
武
道
君

を
秘
書
と
し
て
上
京
さ
れ
し
由
な
る
が
私
は
他
県
よ
り
帰
福

後
聞
き
し
處
に
よ
れ
ば
、
進
藤
さ
ん
な
ら
と
別
派
同
派
の
差

別
な
く
賛
同
異
議
な
か
り
し
と
言
う
。
以
て
其
の
平
素
を
知

る
可
き
に
非
ず
や
。

一
、
高
場
先
生
逝
去

後
、
明
治
三
十
一
年

十
月
、
進
藤
翁
浦
上

勝
太
郎
氏
會
主
と
な

り
高
場
先
生
の
同
窓

会
を
崇
福
禅
寺
に
て

開
催
し
て
法
要
を
営

ま
れ
、
會
者
二
十
数

名
位
な
り
し
と
覚

ゆ
。�

（
続
く
）

㊤から元福岡市助役・大石秀雄氏、
㈳玄洋社記念館・吉村剛太郎理
事長、㈶明道会・山崎拓理事長、
㈳福岡さくらの会・松村隆会長

写
真
は
左
か
ら
王
さ
ん
、
吉
村
理
事
長
、
竹
晋
さ
ん
、

岡
信
宏
・
玄
洋
社
記
念
館
理
事

崇福禅寺の山門

尽きぬ思い出話尽きぬ思い出話

㊤
は
思
い
出
話
に
花
が
咲
い

た
懇
親
会
㊦
は
話
が
弾
む
進

藤
先
生
が
市
長
当
時
の
秘
書

課
の
人
た
ち

ご
遺
族
の
㊧
か
ら
妹
尾
俊
見
様
、
進
藤

洋
子
様
、
久
保
田
仁
様
。
代
表
し
て
進

藤
洋
子
様
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た

玄　　　　　　　　　洋（３）平成２１年１月１日 第　１０２　号



玄　　　　　　　　　洋平成２１年１月１日 第　１０２　号（４）

　

同
顕
彰
祭
に
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ
ル
ン
在
住
の

中
野
先
生
の
令
孫
（
中
野
先
生

の
四
男
泰
雄
氏
＝
亜
細
亜
大
学

名
誉
教
授
・
東
京
都
＝
の
ご
長

女
）
真
理
・
ヘ
ー
ゼ
ル
ウ
ッ
ド

さ
ん
（
59
）
が
出
席
さ
れ
た
。

　

真
理
さ
ん
は
、
十
月
二
十
七

日
に
早
稲
田
大
学
関
係
者
有
志

ら
が
行
う
東
京
・
多
摩
墓
地
で

の
中
野
先
生
を
偲
ぶ
会
に
は
毎

年
出
席
し
て
い
る
が
、
福
岡
で

も
顕
彰
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

　

憂
国
の
士
、
中
野
正
剛
先
生

を
慰
霊
、
顕
彰
す
る
「
中
野
正

剛
先
生
顕
彰
祭
」（
主
催
＝
中

野
正
剛
先
生
顕
彰
会
）
が
、
昨

年
十
月
二
十
五
日
、
福
岡
市
中

央
区
今
川
一
丁
目
の
鳥
飼
八
幡

宮
境
内
に
建
つ
中
野
先
生
の
銅

像
前
で
行
わ
れ
た
。
七
十
人
を

超
え
る
参
列
者
が
あ
っ
た
。

　

山
内
勝
二
郎
宮
司
を
司
祭

に
、
玉
串
奉
奠
な
ど
の
神
事
が

あ
り
、
続
い
て
筑
前
琵
琶
日
本

旭
会
総
師
範
中
村
旭
園
さ
ん
に

よ
る
「
中
野
正
剛
」
の
献
奏
、

法
螺
貝
吹
鳴
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

同
顕
彰
会
の
吉
村
剛
太
郎
理

事
長
は
「
今
、
日
本
は
激
動
の

時
代
を
迎
え
て
い
る
。
中
野
先

生
が
生
命
を
賭
し
て
国
情
を
憂

え
た
の
と
同
様
に
、
私
た
ち
も

一
層
、
愛
国
の
至
情
を
堅
持
す

べ
き
で
は
な
い
か
」
と
訴
え
、

参
列
者
の
共
感
を
呼
ん
だ
。

　

参
集
殿
に
会
場
を
移
し
た
直

会
に
は
、
お
よ
そ
四
十
人
が
参

加
。
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
や
中

野
先
生
へ
の
思
い
を
述
べ
る
な

ど
し
て
交
流
を
深
め
た
。

厳粛に斎行された顕彰祭

「
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
祭
」
を
斎
行

愛
国
の
至
情
堅
持
を
誓
う

と
を
知
り
、
お
礼
を
言
い
た
く

て
出
席
を
決
め
た
、
と
い
う
。

　

直
会
で
は
「
福
岡
は
第
二
の

故
郷
」
と
、
小
学
校
四
年
か
ら

中
学
一
年
ま
で
福
岡
で
過
ご
し

た
こ
と
な
ど
を
語
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
真
理
さ
ん
は
中

野
先
生
の
従
兄
の
子
、
中
野
武

成
氏
（
平
成
十
八
年
歿
）
夫
人
、

チ
エ
子
さ
ん
（
73
）
＝
同
市
城

南
区
松
山
二
丁
目
＝
と
中
野
先

生
の
分
骨
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る

同
市
中
央
区
大
手
門
二
丁
目
、

正
法
寺
の
墓
に
参
っ
た
。

　

泰
雄
氏
は
一
昨
年
、
病
を
得

ら
れ
、
真
理
さ
ん
は
看
病
の
た

め
三
カ
月
ご
と
に
帰
国
し
て
い

た
。
泰
雄
氏
は
、
昨
年
十
一
月

六
日
に
退
院
さ
れ
た
。

　

東
京
に
戻
っ
た
真
理
さ
ん

は
「
福
岡
の
顕
彰
祭
で
大
勢
の

人
の
話
を
聞
い
て
勉
強
に
な
っ

た
。
今
後
は
、
毎
年
、
家
族
の

誰
か
が
出
席
す
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
の
言
葉
を
残
し
て
翌
七

日
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
戻
っ

た
。

　

玄
洋
社
の
物
故
先
覚
を
慰
霊

す
る
「
頭
山
満
翁
並
び
に
玄
洋

社
物
故
者
墓
前
祭
」
が
、
財
団

法
人
明
道
会
主
催
で
昨
年
十
月

十
二
日
、
福
岡
市
博
多
区
千
代

四
丁
目
の
崇
福
寺
で
行
わ
れ

た
。

　

玄
洋
社
遺
族
は
じ
め
明
道
会

関
係
者
や
社
団
法
人
玄
洋
社
記

念
館
関
係
者
な
ど
、
玄
洋
社
に

崇
敬
の
念
を
寄
せ
る
人
た
ち
約

四
十
人
が
参
列
し
た
。

　

慰
霊
の
式
は
本
堂
で
行
わ
れ

た
。
渡
邉
桂
堂
住
職
の
読
経
が

墓参りする真理さん㊧とチエ子さん

あ
り
、
続
い
て
参
列
者
そ
れ
ぞ

れ
が
焼
香
し
て
頭
山
満
翁
は
じ

め
玄
洋
社
諸
先
覚
を
慰
霊
し

た
。
祭
壇
に
は
、
頭
山
満
翁
の

座
像
が
据
え
ら
れ
、
い
っ
そ
う

厳
粛
さ
を
醸
し
出
し
て
い
た
。

　

祭
主
の
明
道
会
理
事
長
、
山

崎
拓
氏
（
衆
議
院
議
員
）
は

「
こ
の
慰
霊
祭
は
皆
さ
ん
の
志

で
続
い
て
い
る
。
頭
山
満
翁
が

唱
え
た
大
ア
ジ
ア
主
義
の
精
神

は
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
、
平

成
の
時
代
に
も
受
け
継
が
れ
て

い
る
。
玄
洋
社
精
神
が
、
今
後

厳
粛
さ
の
中
で
焼
香

頭山満翁並びに玄洋社物故者墓前祭

先覚の精神継承を願う

も
郷
土
福
岡
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

と
し
て
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
願

う
」
と
挨
拶
し
た
。

　

崇
福
寺
内
の「
玄
洋
社
墓
地
」

に
は
、
正
面
に
物
故
玄
洋
社
員

を
祀
る
「
先
亡
霊
塔
」
が
あ
り
、

背
後
に
、向
か
っ
て
右
か
ら「
来

嶋
恒
喜
之
墓
」「
頭
山
満
先
覚

之
墓
」「
高
場
先
生
之
墓
」
が

並
ん
で
い
る
。「
高
場
先
生
之

墓
」の
文
字
は
勝
海
舟
に
よ
る
。

　

参
列
者
は
、
本
堂
で
の
慰
霊

の
式
に
先
だ
ち
、
柔
道
場
「
明

道
館
」
の
門
弟
に
よ
っ
て
き
れ

い
に
清
掃
さ
れ
た
墓
地
に
参
詣

し
た
。

　

薩
摩
、
長
州
、
筑
前
の
三
藩

連
衡
を
模
索
し
な
が
ら
乙
丑
の

獄
で
無
念
の
最
期
を
遂
げ
た
筑

前
藩
勤
皇
派
家
老
、
加
藤
司
書

公
と
同
藩
勤
皇
党
志
士
を
慰
霊

す
る
「
加
藤
司
書
公
並
び
に
勤

皇
党
諸
烈
士
追
悼
会
」
が
、
昨

年
十
月
二
十
五
日
、
福
岡
市
博

多
区
御
供
所
町
に
あ
る
司
書
公

の
菩
提
寺
「
節
信
院
」
で
「
加

藤
司
書
会
」
に
よ
り
執
り
行
わ

れ
た
。約
七
十
人
が
参
列
し
た
。

勤
皇
諸
烈
士
を
追
悼

　
　
　

「
節
信
院
」
で
加
藤
司
書
会

焼香をする参列者

　

司
書
公
の
肖
像
を
描

い
た
軸
が
掲
げ
ら
れ
た

本
堂
で
、
嘉
納
浩
一
住

職
を
導
師
に
法
要
が
営

ま
れ
、
筑
前
琵
琶
日
本

旭
会
総
師
範
、
中
村
旭

園
さ
ん
の
献
奏
や
尺
八

の
献
笛
、
詩
吟
吟
詠
で

慰
霊
し
た
。

　

筑
前
維
新
史
研
究
会

の
力
武
豊
隆
会
長
の
講

演
も
あ
り
、参
列
者
は
、

日
本
近
代
化
の
た
め
に

尊
い
命
を
捧
げ
た
司
書

公
、
志
士
ら
先
覚
の
崇

高
な
精
神
に
感
服
の
念

を
新
た
に
し
た
。

「
節
信
院
」
で
の
追
悼
会

中
野
先
生
の
令
孫

真
理
さ
ん
が
参
列



代
表
取
締
役

花　

田　
　
　
　

勲

代
表
取
締
役

長　

尾　
　

三　

郎

創
業　
文
化
五
年（
一
八
〇
八
年
）

冨

永

信

太

郎

福
岡
市
西
区
周
船
寺
三
丁
目
一
一
番
六
四
号

電　
話（
〇
九
二
）八
〇
六
ー
一
〇
一
六

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
九
二
）八
〇
六
ー
一
〇
一
七

合
資
会
社　

米
長
商
店

コ
メ

チ
ョ
ウ

〒819-0373

味噌・醤油

賛
助
会
員
芳
名
録

20
年
11
月
20
日
現
在

（
敬
称
略
）

　

▼
法
人
・
団
体
の
部

　

【
三
万
円
】

久
保
田
ビ
ル　
　

（
福
岡
市
）

バ
イ
オ
テ
ッ
ク
㈱
（
東
京
都
）

　

▼
個
人
の
部

　

【
三
万
円
】

山
嵜　

泰
生　

（
那
珂
川
町
）

　

【
一
万
円
】

中
野　

正
博
（
奈
良
県
田
原
本
町
）

美
津　

重
徳　
　

（
日
進
市
）

鶴
岡　

道
子　
　

（
船
橋
市
）

山
城　

直
之　
　

（
福
岡
市
）

秋
山　

金
蔵　
　

（　

同　

）

十
時　

義
勝　
　

（
福
岡
市
）

熊
埜
御
堂
修
造　

（
神
戸
市
）

加
藤　

芳
子　
　

（
福
岡
市
）

生
武　
　

治　
　

（　

同　

）

梶
原　
　

昻　
　

（　

同　

）

　

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

前
号
本
欄
で
「
個
人
の
部
・

一
万
円
」
の
項
に
「
久
保
田
仁

（
福
岡
市
）」（
敬
称
略
）
と
掲

載
し
た
の
は
誤
り
で
、
正
し
く

は
「
法
人
・
団
体
の
部
・
三
万

円
」の
項
に「
久
保
田
ビ
ル（
福

岡
市
）」（
同
）
と
掲
載
す
べ
き

と
こ
ろ
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

平　成　2 1　年　 元  旦 
丑

玄　　　　　　　　　洋（５）平成２１年１月１日 第　１０２　号

名
前
だ
け
は
存
じ
上
げ
て
い
た

方
々
が
、
い
か
に
国
を
愛
し
、

そ
の
た
め
に
い
か
に
憂
え
、

闘
っ
て
き
た
か
…
を
改
め
て
知

り
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
私
た
ち
の
先
人
は

す
ば
ら
し
い
人
々
で
し
た
。

　

守
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
、
こ

の
国
を
。

　
（
福
岡
市
・
78
歳
・
主
婦
）

　
　
　
　
　

□

　

記
念
館
の
閉
館
、
大
変
惜
し

ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
博
物
館

で
の
展
示
に
は
是
非
、
足
を
運

び
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
ま

で
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
（
福
岡
市
・
79
歳
・
男
性
）

　
　
　
　
　

□

　

名
前
だ
け
覚
え
て
い
る
す
ご

い
人
た
ち
に
出
会
え
て
、
福
岡

　

な
つ
か
し
い
方
々
の
筆
跡
や

写
真
、初
め
て
拝
見
し
ま
し
た
。

来
館
者
の声

　

社
団
法
人
玄
洋
社
記
念

館
が
運
営
し
て
ま
い
り
ま

し
た
資
料
展
示
施
設
の

「
玄
洋
社
記
念
館
」
は
、

昨
年
五
月
三
十
一
日
限
り

で
休
館
し
ま
し
た
。
休
館

に
際
し
て
は
名
残
を
惜
し

む
多
く
の
方
々
に
ご
来
館

い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
館

者
が
記
さ
れ
た
見
学
感
想

文
の
要
約
を
前
号
に
引
き

続
き
掲
載
し
ま
す
。

の
地
が
少
々
見
え
て
き
ま
し

た
。
又
、
博
物
館
で
勉
強
さ
せ

て
戴
き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

末
永
節
先
生
の
こ
と
も
教
え

て
下
さ
っ
て
当
館
の
方
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
日
は
本
当

に
よ
か
っ
た
で
す
。

　
（
福
岡
市
・
72
歳
・
女
性
・

社
会
奉
仕
）

　
　
　
　
　

□

　

郷
土
の
先
達
の
熱
い
思
い
に

触
れ
、心
洗
わ
れ
る
思
い
で
す
。

　
（
小
郡
市
・
56
歳
・
男
性
・

新
聞
社
員
）

　
　
　
　
　

□

　
「
軍
国
主
義
」「
侵
略
戦
争
」

の
協
力
者
と
し
て
頭
山
先
生
及

び
玄
洋
社
、
内
田
良
平
先
生
等

は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
“
亡
き
者
”

に
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
濡
れ
衣

を
晴
ら
す
上
で
の
貴
重
な
資
料

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
保
存
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
（
福
岡
市
・
49
歳
・
男
性
・

医
師
）

　
　
　
　
　

□

　

と
て
も
充
実
し
た
内
容
に
大

変
驚
き
、感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

杉
山
茂
丸
に
興
味
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
玄
洋
社
全
体
に
興

味
を
持
つ
こ
と
が
、
今
日
、
で

き
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
展
示
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
（
京
都
市
・
20
歳
・
女
性
・

大
学
生
）

　
　
　
　
　

□

　

父
、
中
村
隆
好
が
東
方
会
山

門
支
部
長
と
し
て
中
野
先
生
を

尊
敬
い
た
し
て
居
り
ま
し
た
。

瀬
高
へ
も
演
説
に
来
て
戴
き
ま

し
た
。
今
日
、
閉
館
を
迎
え
、

感
慨
深
い
思
い
で
居
り
ま
す
。

　
（
福
岡
県
み
や
ま
市
・
76
歳
・

女
性
・
旅
館
経
営
）

　
　
　
　
　

□

　

是
非
、
い
つ
の
日
か
展
示
の

機
会
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
（
福
岡
市
・
44
歳
・
男
性
・

会
社
役
員
）

　
　
　
　
　

□

　

こ
の
記
念
館
を
も
っ
と
早
く

知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
だ

ま
だ
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
こ

と
が
と
て
も
残
念
で
す
。

　

貴
重
な
資
料
を
た
く
さ
ん
見

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。

　
（
32
歳
・
男
性
・
自
営
業
）

　
　
　
　
　

□

　

と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で

す
。
あ
ら
た
め
て
郷
土
の
先
人

た
ち
の
志
の
高
さ
と
意
気
に
感

動
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な

資
料
を
保
存
、
展
示
し
て
く
だ

さ
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
（
福
岡
県
新
宮
町
・
31
歳
・

男
性
・
大
学
院
生
）　　



古い寺とマンション、飲み屋、町家が混在する現在の
春吉（福岡市中央区）

《
二
人
の
女
性
を
手
玉
に
取
る

放
蕩
息
子
と
し
て
こ
の
物
語
に

登
場
し
た
森
震
志
は
、
放
浪
の

旅
で
成
長
し
、
明
治
七
年
佐
賀

の
乱
の
直
後
に
福
岡
に
帰
っ
て

き
ま
す
。
こ
う
し
て
明
治
十
年

の
士
族
反
乱
の
時
代
に
遭
遇
す

る
の
で
す
。
そ
れ
が
西
南
戦
争

で
あ
り
、
地
元
で
は
そ
の
一
環

と
し
て
の「
福
岡
の
変
」で
す
。

『
西
南
拾
遺
』が
ど
う
し
て「
玄

洋
社
関
係
史
料
」
な
の
か
、
頭

を
ひ
ね
り
な
が
ら
お
付
き
合
い

い
た
だ
い
た
読
者
に
も
よ
う
や

く
得
心
が
い
っ
た
と
い
う
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
。
こ
こ
に
書
か
れ

て
い
る
こ
と
が
ど
こ
ま
で
事
実

を
反
映
し
て
い
る
の
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
森
震
志
が

「
福
岡
の
変
」
の
幹
部
で
あ
っ

た
こ
と
は
事
実
で
、『
西
南
拾

遺
』
は
実
在
の
人
物
を
モ
デ
ル

に
し
た
小
説
で
す
。
次
回
か
ら

い
よ
い
よ
「
福
岡
の
変
」
へ
と

進
ん
で
い
き
ま
す
》

玄　　　　　　　　　洋平成２１年１月１日 第　１０２　号（６）

　

夕
日
ま
ば
ゆ
き
勢
田
の
橋
、

雲
雀
あ
が
れ
る
野
路
の
里さ

と

間あ
い

の

土
山
、
雨
晴
て
鈴
鹿
の
残
る
白

雲
や
、
伊
吹
が
嶽た

け

を
北
に
し

て
、
伊
勢
路
も
い
つ
か
ゆ
き
ゆ

き
て
、
長
の
旅
路
や
山
鳥
の
尾

張
の
国
に
ぞ
入
り
に
け
る
。
心こ

こ
ろ

留と
む

と
し
な
け
れ
ど
も
、
身
の
行

末
も
お
も
は
れ
て
、
い
か
に
鳴

海
の
潮
干
潟
、
涙
に
袖
は
し
ほ

れ
つ
つ
、
ゆ
け
ば
尾
張
も
後
に

見
つ
、
か
の
在
原
の
某
の
か
ら

衣
き
つ
つ
馴
れ
に
し
と
詠な

が

め
け

ん
、
三
河
国
の
八
ツ
橋
に
も
な

り
ぬ
れ
ば
、
蜘
蛛
手
に
物
を
思

ひ
つ
つ
、
矢や

矧は
ぎ

の
橋
を
わ
た
り

 

宇
田
川
文
海
『
西
南
拾
遺
』（
十
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）

明
治
十
二
年
九
月
刊
行

　
　

小
室
信
介
閲

　
　

宇
田
川
文
海
編
輯

『
西
南
拾
遺
』
巻
之
四

　

森
震
志
、
故
郷
に
帰
る

　

薩
賊
蜂
起
（
続
き
）

て
は
、
豊
太
閤
の
故ふ

る

事こ
と

に
志
ざ

し
を
も
励
ま
し
つ
、
荒
井
の
渡

し
に
は
人ひ

と

世の
よ

の
波
濤
を
感
じ
て

行ゆ
く

路み
ち

の
か
た
き
を
覚
り
ぬ
。

　

秋
葉
の
山
は
左ゆ

ん

手で

に
聳
え
て

翠す
い

光こ
う

青せ
い

黛た
い

目
を
慰
め
、
遠
洲
洋な

だ

は
右め

手て

に
響
き
て
逆げ

き

波は

怒
濤
耳

を
驚
か
す
。
ゆ
き
ゆ
き
て
日に

つ

阪さ
か

を
越
え
つ
、
菊
川
の
流
に
の
ぞ

み
て
は
南
朝
の
忠
臣
何
某
の
失

は
れ
玉
ひ
し
跡
を
も
探
ぐ
り

て
、
物
の
哀
れ
を
覚
ゆ
め
り
。

大
井
川
を
も
わ
た
り
て
駿
河
の

国
に
も
入
り
ぬ
れ
ば
、
蔦
か
へ

で
お
ひ
し
げ
る
宇う

都つ

の
谷や

嶺と
う
げを

よ
ぎ
り
て
は
、
故
郷
の
妹い

も

の
こ

と
な
ん
ど
思
ひ
出
ら
れ
て
、
む

か
し
人
が
宇
都
の
や
ま
べ
の
う

つ
つ
に
も
夢
に
も
人
に
逢
は
ぬ

な
り
け
り
と
い
ひ
し
さ
へ
お
も

ひ
あ
は
し
て
、
最い

と

哀
れ
な
り
。

　

比ひ

叡え

の
山
を
は
た
ち
ば
か
り

か
さ
ね
あ
げ
た
ら
ん
ほ
ど
し

て
、
形
は
し
ほ
じ
り
の
や
う
に

な
ん
あ
り
け
る
と
い
ひ
し
、
富

士
の
峰
の
ま
だ
か
の
こ
ま
だ
ら

に
ふ
り
つ
も
る
雪
の
解
け
や
ら

ぬ
は
、
我
の
心
の
結
ぼ
れ
し
に

も
た
く
ら
べ
ん
。
さ
り
と
て
又

功
名
の
不
二
の
峰
の
高
き
に
く

ら
ふ
る
程
に
た
か
か
り
せ
ば
、

淡
雪
の
と
け
て
は
か
な
く
此
世

を
去
る
も
残の

こ
んの
念
は
な
か
ら
ま

じ
、
な
ん
ど
お
も
ふ
め
り
。
斯

く
て
静
岡
を
も
過
ぎ
け
れ
ば
、

偶ふ

乎と

思
ふ
よ
し
あ
れ
ば
と
て
、

う
ち
よ
す
る
駿
河
の
海
も
跡
に

見
つ
、
左ゆ

ん

手で

に
折
れ
て
な
ま
よ

み
の
甲
斐
の
山
路
に
さ
し
か
か

り
、
徳
川
曩
祖
の
廟
所
と
称
え

ら
る
る
身
延
の
山
に
参
籠
し

つ
、
一
夜
祈
願
を
籠
め
た
り

き
。
是
れ
震
志
に
深
き
心
あ
り

と
も
、
又
知
る
人
あ
り
し
故
と

も
伝
ふ
れ
ど
も
、
其
実
を
知
る

も
の
な
し
。
只
震
志
が
故
郷
に

帰
り
し
時
、
或
人
に
身
延
山
の

守
札
を
土
産
に
与
へ
し
こ
と
あ

る
を
以も

て
路
次
に
立
寄
り
し
も

の
と
想お

も
い
や
ら像
る
る
の
み
な
り
か

し
。

　

か
く
て
爰
を
も
立
出
で
甲
州

街
道
を
東
に
と
り
、
内
藤
新
宿

よ
り
東
京
に
着
き
た
り
け
る
。

途
中
に
て
ひ
ま
ど
り
け
れ
ば
、

着
す
る
頃
は
七
月
中
旬
と
な
り

ぬ
。
是こ

の

年と
し

は
征
韓
の
議
論
紛
々

と
起
り
、
廟
堂
の
大
臣
分
裂
し

て
西
郷
・
副
嶋
の
諸
氏
、
職
を

辞
し
て
皆
故
郷
に
帰
り
け
る
に

ぞ
。
天
下
何
と
な
う
物
騒
が
し

く
、
今
に
も
大
事
始
ら
ん
か
と

お
も
ふ
ば
か
り
な
り
け
れ
ば
、

震
志
も
東
京
に
足
を
留
め
て
、

時
の
動よ

う
す静
を
伺
ひ
し
が
、
其
年

も
く
れ
て
、
翌
れ
ば
明
治
七
年

二
月
、
旧
参
議
司
法
卿
江
藤
新

平
、
不
満
の
余
り
嶋
義
勇
等
と

謀
り
、
兵
を
肥
前
に
起
せ
し
よ

し
聞
え
け
れ
ば
、
震
志
は
す
は

や
時
来
ぬ
と
直
に
蒸
気
船
に
打

乗
り
て
肥
前
の
国
に
お
も
む
き

け
る
が
、
聞
し
し
に
も
似
ず
、

江
藤
の
軍
配
つ
た
な
く
て
、
到

り
つ
く
頃
は
事
平
ぎ
て
後
な
り

し
か
ば
、
大
に
望
を
失
ひ
つ

つ
、
い
か
に
や
せ
ん
と
惑
ひ
し

が
、
さ
れ
ば
と
て
再
び
東
国
に

も
ゆ
き
が
た
け
れ
ば
、
其
儘
足

を
故
郷
に
向
け
、
筑
前
さ
し
て

ぞ
か
へ
り
け
る
。
斯
く
て
中
郡

春
吉
村
に
か
へ
り
て
此
由

親う
か
ら族

・
朋と

も

友だ
ち

に
も
告
げ
け
れ

ば
、
皆
集
ひ
来
て
其
無
事
を
寿こ

と

ふ
き
つ
、
旅
の
疲
れ
を
何
く
れ

と
慰
め
ん
と
ぞ
な
し
た
り
ぬ
。

　

か
く
と
聞
て
組
頭
石い

し

束づ
か

氏
も

集
ひ
来
り
て
震
志
が
身
持
正
し

う
な
り
し
の
み
な
ら
で
、
諸
国

の
人
に
交
り
て
其
人
柄
さ
へ
い

と
気け

高だ
こ

う
な
り
け
れ
ば
、
い
た

く
こ
れ
を
喜
び
つ
つ
、
此
上
は

何
を
か
疑
あ
や
ぶ
む
べ
き
と
妻

の
松
江
を
元
の
如
く
震
志
に
妻め

合あ
わ

せ
た
り
し
か
ば
、
震
志
も
今

は
隔
つ
る
心
な
く
、
い
と
睦
じ

う
か
た
ら
ひ
け
り
。
又
松
江
の

親
里
、
吉
岡
は
か
ね
て
震
志
の

放
蕩
を
憂
へ
居
り
し
が
、
石
束

の
実
意
も
て
、
娘
松
江
も
長
の

歳
月
養
は
れ
、
且
つ
震
志
さ
へ

正
し
き
人
と
な
り
け
れ
ば
、
其

喜
び
い
ふ
ば
か
り
も
な
し
。
こ

れ
皆
石
束
の
恵
み
ぞ
と
、
常
に

往ゆ
き

通か
よ

ひ
て
其
高
恩
を
謝
す
る
に

な
ん
。

　

又
此
石
束
は
其
後
国
産
を
舟

に
積
載
せ
て
大
阪
に
来
り
し

が
、
都
合
あ
り
て
か
奈
良
に
ゆ

き
、
三
笠
山
の
下ふ

も
とに

て
石
束
岩

成
と
名
乗
り
筆
屋
を
な
し
て
世

を
渡
り
し
が
、
昨
十
一
年
の
春

国く
に

許も
と

よ
り
家
内
の
者
さ
へ
引
取

り
て
、
今
猶
裕ゆ

た

か
に
暮
せ
る
よ

し
。
此こ

は
後
の
物
語
な
れ
ど
筆

の
序つ

い
でに
書
せ
る
の
み
。
石
束
の

事
、
こ
の
下し

も

に
物
語
な
し
。

　

却
か
え
っ
て
と説く

。
震
志
は
春
吉
村
の

家
に
帰
り
て
松
江
と
二
度
の
夫

婦
と
な
り
、
今こ

度た
び

は
前
非
を
悔

ゐ
た
る
身
に
し
あ
れ
ば
、
前
に

つ
ら
か
り
し
こ
と
に
引
か
へ

て
、
い
と
優
し
う
あ
ひ
し
ら
ひ

け
り
。
松
江
も
今
は
今

こ
ん
じ
ょ
う生の
思

ひ
た
り
ぬ
と
う
れ
し
み
つ
つ
、

夫
が
前

さ
き
つ
と
し年つ
れ
な
か
り
し
時
に

は
更

こ
う
た
け
な
わ
闌
に
夜
静
か
に
し
て
長
門

闃げ
き

と
し
て
開
か
ず
、
月
冷す

ず

し
く

風
秋
に
し
て
団
扇
杳よ

う

と
し
て
共

に
絶
え
な
ん
ど
、
遊
仙
屈
の
文

な
が
め
て
恨
み
し
も
今
は
昔
語

り
と
な
し
つ
つ
、
閨
の
か
た
ら

ひ
の
種
と
も
な
す
め
り
。
さ
れ

ど
松
江
は
心
ば
へ
優
な
る
女
な

れ
ば
、
我
が
か
く
う
れ
し
き
に

つ
け
て
は
、
又
小
梅
の
か
な
し

み
と
や
な
ら
ん
な
ど
思
ひ
め
ぐ

ら
し
て
、
或
時
は
夫
に
す
す
め

て
小
梅
の
許
へ
も
か
よ
は
せ
け

り
。

　

か
か
り
け
れ
ば
、
小
梅
も
ふ

か
く
松
江
の
情
を
感
じ
て
、
前

年
震
志
を
我
許
に
ひ
き
つ
け
て

久
し
う
帰
さ
ざ
り
し
こ
と
を
も

恥
ぢ
悔
ゐ
つ
、
し
ば
し
ば
訪と

む
らひ

来
て
我
過

あ
や
ま
ちを
松
江
に
謝わ

び
つ
つ

日
を
経
た
り
し
か
ば
、
今
は
二

人
も
打
解
け
つ
、
心
の
底
を
も

あ
か
し
あ
ひ
、
は
て
は
姉
妹
の

約
ま
で
な
し
た
り
け
る
。

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧　

豊
美

石
瀧　

豊
美
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